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オーヨン株式会社
金型不使用の全く新しいマティリアル加工技術（デリット加工）

＜販路開拓＞

代表取締役：呉本勇
事 業 内 容：合成皮革品加工･販売および輸出入
本　　　社：神戸市兵庫区和田山通1-2-25　A-104
Ｔ　Ｅ　Ｌ：078-651-1780

　合成ゴム・皮革メーカーに38年勤務した代表
が、蓄積した経験、技術、人脈を生かそうと創業
した。
　デリットとは、デリケートとソリッドを組み合
わせた造語。通常、柄を出すには金型を作ってそ
の型を素材に押すのが一般的だが、デリット加工
では、ジャガードやレースなど生地そのものを金
型代わりに型押しする技術。金型では表現できな
かった繊細な柄を転写することができる。金型を
作ると費用、時間がかかるが、身近な生地がその
まま型になるので、変化の激しい時代に簡単にデ
ザインを展開できる。神戸市と神戸商工会議所が
主催するデザイン・ルネッサンス神戸に参加し、
工業デザイナーの喜多俊之先生のアドバイスを受
けてバッグを作った。
　今年3月に独自に製造装置を開発した。加工部

が均一、平滑に保たれるよう熱盤に特殊な加工を
している。加熱装置が上下の台盤に組み込まれて
おり最高210度まで加温可能で、厚手の紙やス
エード、本革、PVCなどさまざまな材料を加工
できる。
　金型加工は、深い加工は得意だが、繊細な仕上
げは困難だ。これに対し、デリット加工は深い加
工は困難だが、繊細でナチュラルな仕上がりに
なる。型の大きさが縦1.2メートル、横1.5メー
トルの場合、金型だと平均150万円を要するが、
デリット加工だと平均1万円で済む。小ロット多
品種生産に適している。
　既に筆箱、アルバム、靴中敷きなどで採用されて
おり、自動車、家具、衣
料業界にも興味を持っ
ていただいている。

会社
概要

デリット加工を施したバッグ

株式会社カワグチマック工業
紙製ディスプレイ･店頭用什器・POPの製造

＜販路開拓、融資＞

代表取締役社長：川口徹
事 業 内 容：段ボール箱・紙器箱の製造、ディスプレイ製造
本　　　社：尼崎市南初島町12-9
Ｔ　Ｅ　Ｌ：06-6488-6312
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.kawaguchi-mac.co.jp/

　リボードはスウェーデン生まれの紙素材ででき
た軽くて強いボード資材で、木と変わらない強度
を持ちながら、軽くて扱いやすいのが特長。加工
しやすくデザインの自由度が高い。今年は大手食
品メーカーの展示会ブース用什器や結婚式用のイ
ベントパネルなどを納めている。
　創業以来段ボール製造を手掛けてきた。ディス
プレイ用什器はこれまで木材、スチール、発泡性
ボードなどで作製されていたが、海外ではリボー
ドや紙材料を什器に使っているのを見て、この新
事業をスタートさせた。
　紙製ディスプレイの特長は、軽いので設置、解
体、移動が容易であることだ。また、100%リ
サイクルが可能で、加工しやすくデザイン性も良
い。当社の場合、既に段ボール製造に使ってい
る加工機やCAD、印刷機などを転用できるので、

償却、リース料、人件費を新規事業のみで回収す
る必要がなく、コストを抑えられる。また、大型
設備を設置しているので他社では製造できない大
型展示物も製造できる。今年7月幕張メッセの展
示ブースに屋根部分を提供した。13メートルの
屋根をリボ－ドで製造。解体、移動、設置、輸送
費が節約できる。
　ターゲットは展示会・イベント業者および発注
元である公共機関、商業者、スポーツ関連団体、
販促デザイン業者、コンサル業者などだ。
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概要

紙製ディスプレイは数々の展示会で使用され
ている


